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CapadtytoBeAloneと 潜 在 空 間 に 関 す る 質 的 研 究

～映 画 『もの の け姫 』 よ り～

野 本 美奈子

腰 旨 】

本論文は、筆者が今 まで行 って きたD.W.W㎞icottのCapacityIoBeA匡one概 念に関す る質的研究の発展 である。 日

本文化を反映 した映画 『もののけ姫』 を題材 として、二者関係 における 「一人でい られる能力」 と三者関係確立以

降の 「個 になる能力」 それぞれの獲得 プロセス を追いつつ、Wimicαtが 主張 した、内的世界 と外 的世界の間にある

第3の 領域、すなわち 「潜在空間」を中心 に分析 した。

作 品中の 「森」 は、かかわる主体によってその意味 が変幻 自在である 「潜在空間」 を示 してお り、主要人物アシ

タカ とサ ンの 「個(ひ と り)」を獲得するプロセスに深 くかかわ っている。アシ タカが心理的 な危機 を脱するこ と

がで きたのは、偏 った自我の視点によって問題 を解決せず、 また、自我が潜在空間に屈す ることな くその危機に向

き合い続けたためである。 またサ ンのCBAは 、父親(第 三者)と してのアシタカが登場す ることに より、人格の統

合に向けて前進 し、潜在空間の意味 を見出す ことがで きた。 これ らのプロセスは、人間の文化的体験の 中核にある

「潜在 空間」の リアリティー と深 く関わったため に可能 になり、 さらにCBAに は複雑 なスペク トルがある とい う仮

説が たて られた。

1は じめに

小 児 科 医 で 精神 分 析 家 のWinnicott,D.W.(1958)が 「情 緒発 達 の 成 熟度 を示 す 指標 」 と して提 唱 した
"C

apacitytoBeAlone一 人 で い られる能 力"が 意味 して い るの は、物 理 的 に孤 独 で いる こ とで は な く、 心

理 的 に一 人 でい る能 力の こと、即 ち 、一 人で いて も不安 に陥 らず、 くつ ろ ぐこ とが で き、 自分 の世 界 に夢

中 にな れ るこ とで あ る。CapacitytoBeAlone(以 下CBAと 略記 す る)は 「誰 か(多 くの場 合 は母親)が い

る と こ ろ で 一 人 で い る 」 とい う逆 説 的 な条 件 が 必 要 で あ る と され 、 こ の特 殊 な母 子 関 係 は"Ego-

Relatedness(自 我 の 関係化)"と 呼 ば れて い る。

筆 者 は これ まで 、CBAに つい ての 量的 ・質 的 な研 究 を続 け て きた(野 本,1997,1999,2000,2001)。 心 理

的 に 「ひ と りで いる(で ある)」 とい う現象 をめ ぐる概 念の なか で も、CBA概 念 が もつ含 み は、 「独 立」 や

「自立」 な どの語 で 示 され る現 象 とは異 な り、 多重 性 や逆 説性 を包 含す る とい う点 で非 常 に重要 で あ る。

Ego-Relatednessが 提 供す る時空 間の なかで 「ひ と りで い る」 こ とを経験 す る こ とか ら生 まれ る諸 々の現 象

は、逆 説 を多 く含 ん だ実 り豊 かな もので あ り、創 造性 な どへ とつ なが って い くもの であ る。

Winnicottは 、子 どもが早期 幼 児期 に(二 者 関係 におい て)獲 得 す るべ きCBAの 重 要性 を訴 えた が、一 方

で、 三者 関係 以 降 の人 間 関係 にお い て もこの能 力 は情緒 的 成熟 を示す 重 要 な指標 で あ り、 「高度 に洗練 さ

れ たhighlysophisticated」 現 象 であ る こ とに も触 れ てい る。筆 者 は、 三者 関係以 降 のCBAは 高度 で あ るだ け

で な く、 早期幼 児期 の もの と質的 に異 な る点 もあ る と考 える よ うにな った。 人 は成長 す る につれ、 「個性 」

とい う、 よ り個 別 的 な属性 を発 達 させ 、 「他 の誰 で もない 私」 とい う意味 で の 「個」 の 問題 に向 き合 う と

考 えるか らで ある 。 よって 当面 、早 期幼 児期 の 「一 人で いて も不 安 に陥 らな い」 とい う、WinnicoItの 原 義

に基 づ く本 来 のCBAを 「低 次CBA(一 人 で い る能力)」、 三者 関係 以 降 の もの を 「高 次CBA(個 に な る能

力)」 と名付 け、そ れぞ れ につい て研 究 を進 めて い くこ と と した。
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2本 稿 の 目的

Winn蓋cottは 、CBAを 既存 の 精神 分析 理 論 で敢 え て説 明す るな らば 、Freud派 で は 「原 光景 で ひ きお こ さ

れ る感 情 を処 理 す る能力 」 「攻 撃 的性 愛 的 衝動 な らび に観 念 の融 合」 「ア ン ビバ レ ンス に耐 え うる こ と」、

K[ein派 で は 「個 人 に独 自 の内 的世 界 の 中に 内的 な良 い対象 が つ くられ て いて」 い る こと、 とな る と して

い る(1958)。

しか しWinnicottは 後 に、子 ど もは 「誰 か が いる所 で しか ひ と りになれ ない」 こ と(Ego-Relatedness条 件)

に加 え、 その子 ど もが 「子 ども とそ こにい る誰 か との関係 性 にお け る共通 の場 」 を もつ とい う ことに考 え

を発展 させ た(1971e)。 「一 人 でい るこ と」 は 「誰 かが い る こ と」 だ けで な く、 「誰 で もない もの」(内 的

対 象 で もな く外 的対 象 で もない もの)を も暗 に示 してい る、 とい うこ とに重 きを置 い たので あ る。CBAが

単 な る 「ひ きこ も り」 や孤 絶の状 態 と誤解 され る の を避 け るた め に、 これ らは確 か に非常 に重 要 な論 点 で

あ る 。後 者 は特 に、Winnicottが 主 要論 文 『移 行対 象 と移行 現 象 」(1971b)や 匡遊 ぶ こ と 理 論 的 陳述 』

(1971c)で も述べ て い る現 象 であ り、そ の体験 を治療 にお い て も重 視 して い た ことが窺 え る。Wlnnicottは

その 「体験」 の 場 を 「潜 在空 間potentialspace注1)」 と名付 けた(1971e)。

本 論 文 は 、WinnicottがPeanu1sやWinnlethePoohを 使 っ て移 行 的 な空 間 の重 要 性 を指 摘 した よ うに

(1971a)、 日本 文化 に よる素材 、映 画 『ものの け姫 』 を使 っ て、 日本 に おけ るCBAお よびそ れ に関連 す る

潜 在 空 間 につ いて模 索 す る試 み で あ る。 『もの の け姫 』 は1997年 に 公 開 され た宮 崎=駿監 督 に よ る作 品で 、

当時 、 日本 の映画 史 上最 高 の興 行成 績(113億 円)を 残 した(現 在 、 同氏 の作 品 『千 と千 尋 の神 隠 し』 が

史 上最 高 の興行 成 績 を更 新 中で あ る)。 作 品分 析 とい う方法 論が 臨床 心 理学 的 な考 察 に適 当 で ない部 分 も

あ る と思 われ るが 、本作 品が 世代 を超 えた多 くの 人 々の心 をひ きつけ たス トー り一で ある こ とか ら、 日本

人 の心性 を強 く反映 してお り、 その なか か らCBAイ メ ージ を取 りだ して論 じる こ との 意義 は大 きい、 と筆

者 は考 え る。

『ものの け姫 』 は中世 の 日本 が舞 台で あ る。 中世 は、古 代 と現代 に挟 まれ 、古 い ものか ら新 しい ものへ

の 移 り変 わ りが あ る と ともに、両 者 がぶ つ か り合 い 、葛藤 す る、 緊迫 の時代 であ る と も言 え る。古 い時 代

の もの も新 しい時代 の もの も勢 いが 強 く、 その時 代特 有 の もの を生み 出す の は難 しい が、逆 にそ の混乱 と

混 沌 ゆえ に、創 造 的 な もの が生 まれ 出 る可能 性 も秘 め てい る。Winnicα 重が 重視 す る逆 説が生 まれ やす い環

境 と見 る こ と もで きる。 人 が 「個 」 の問題 に向か い合 う時 も同 じことが言 え るの では なか ろ うか。 人生 に

お け る大 きな問 題 や障害 に悩 ん だ り苦 しん だ りす る時 、 旧来 のや り方 で は全 く太刀 打 ちが 出来 ない状 態 と

な った り、 か とい って新 た な もの を生 み 出す に も、 その術 さえ分 か らない 状況 で あ った りす る。 しか し、

大 きな転機 を経 て、新 たに独 自の 世界 観 を もつ こ とが で きる よう にな る人 も多 くい る。

筆 者 は別 稿で 、小 説 『フラ ンケ ンシ ュ タイ ン』 を取 り上 げ 、古 い もの と新 しい もの との 間か ら創造 物 を

生 み 出す難 しさ、 そ して創造 主 が 自 らの 「個 」 に向 き合 う こ とを回避 し、 病 的な孤独 に陥 った ため 、そ の

創 造物 が 「創造 的」 で は な くな り、分 裂 しつ ぎは ぎに なって しま った とい う悲 劇 と、 そ う して生 まれ た怪

物 の意味 と破 壊性 につ いて述べ た(野 本,2001)。 そ こで の考 察 を通 して、怪 物 の創 造 主 フラ ンケ ンシ ュ タ

イ ンに欠 けてい た 自我 と創 造 性 につ いて考 える よ うにな った。 また、 日本 人のCBAに つい て研究 す るた め

には、 文化 に根 ざ した考 察が必 要 であ り、 本稿 に おい て 『もの の け姫 悉 を取 り上 げ る ことに した。

3rも のの け姫』とその 「潜在空 間」

精 神分 析 にお け るWinnicoItの 大 きな貢献 の 一つ は、 内的 現 実(私 的現 実 、個 人 の内 的世界)と 、外 的 現

実(客 観 的 に知覚 で きる実 際 の世 界)と い う2つ の領域 を仮定 す る精神 分析 の理 論 的枠 組 に加 えて、2つ

の 領 域 の 「間 」 にあ る 、 時 空 感 を超 えた 第3の 領 域 を想 定 した こ とで あ る 。 この領 域 は 、 「中 間領 域

intαmediatearea」 「移 行 空 間transitionalspace」 「潜 在 空 間potentialspace」 な ど と呼 ばれ る。

こ う した空 間 は、乳 幼児 が 「"自分 で な い"所 有 物"not-me"possession」(1971b)を 使 うとい う逆 説

的 な現象 や体 験、毛 布 の端 を 口に入 れた り哺語 を言 った りしなが ら空想 に耽 ってい る時 の体験 か ら始 まる。

具体 的 な対象 は 、握 りこぶ しであ った り、 ぬ い ぐるみ であ っ た り、 と多種 多様 なパ ター ンが あ り、 その所
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有物 は 「移行 対 象」、 そ の現 象 は 「移行 現 象」 と呼 ば れ る。 この 第3の 領 域 はCBAと 深 く関連 してい る。

とい うの は、乳幼 児 が 「一人 で い られる」 よ うにな るの は、母 親が 何 も しない でそ こにい た時 に一 人で あ

った とい う体験 、 その 関係(Ego-Relatedness)の ため であ り、 そ の時 母親 と子 ど もの 間 にあ る もの は、現

実 と も幻 想 とも言 え ない か らで あ る。 母 親 は実 際 に は何 も して い ない(「 対 象」 と して存 在 しな い)が 、

何 かが あ れば必 ず 子 どもを世 話 した り助 け た りす る雰 囲気 をか もしだす(「 環 境 」 と して存 在 す る)だ ろ

う。子 どもはそ の関係 性 を所 有 してい るの であ る。

一 人で いて も不 安 でな いな ら、外 界 か らの侵 入や刺 激 への 反応 を強い られ ず 、の びの び とあ りの ままの

自分 で い られ 、 くつ ろ ぐこ とがで きる。 後 に は感 覚 や衝 動 が 「実 在感 を もち、真 に彼 独 自の体 験 となる」

(Winnicott,1958)こ とを可 能 にな るが、 この ことは 「遊 ぶ こ とplaying」 につ なが る。子 どもは遊 んで い る

時、 「年長 の 子 ど もや 成人 の集 中concentrationに 似 た、 引 きこ もりに近い状 態」(1971c)に な る とWinnicott

は述 べ る。Winnicottの 示 す 「遊 ぶ こ と」 とは、 「生 きる こ との 基本 的 形式 で あ る時 間 一空 間の連 続 体 にお

け る体験 」で 「無 限 に感動 的」 な もの で あるが 、 「ク ライマ ックスが ない」(1971c)。 す なわ ち人 間の体 験

の 中核 にあ るが 、本 能 満足 で は な く文 化 的体 験 に近 い もの で あ る。 こ う した 点 か ら、 「一人 で い る」 時 の

心 的状 態 は 「遊 ぶ こと」 に限 りな く近 い と考 え られ る。

人 間 は生 涯 にわ た っ て 、 こ の よ う な体 験 世 界 、 す な わ ち 「主観 性subjectivityと 客 観 的 観 察objective

observationが 感 動的 に織 り混 った と ころ」(Winnicott,1971d)や 、 「内的 現 実 と外 的(共 有)現 実の どち ら

に属 す るか を問 い質 され ない」(Winnicott,1971b)と ころで の体験 を、芸 術 的体験 や宗教 的 体験 、文 化 的

体 験 世界へ とつ なげ てい く。 これ らの領 域 の なかで も特 に、 象徴 的 で隠喩 的 な空 間、大 人 が、 芸術 や文 化

や 宗教 を体 験す る空 間 は 「潜 在 空間」 と呼 ばれ てい る。本 稿 で は、Winnicottが 第3の 領 域(中 間領域 、 移

行 空 間、潜 在空 間)に つ い て述べ た ことを応用 し、潜在 空 間 とCBAを つ なげて考 察 して い きた い。

さて 『もの のけ姫 』 に戻 ろ う。本 作品 の主 な舞 台 は、 日本 に昔 か らあ る深 い 「森 」で あ る。太 古 か らの

神 々がす んで お り、 その 中心 には傷 を癒 す力 を持 つ 池が あ り、 その 中に天 と地 を結 ぶ世 界樹 が そ びえ立 っ

てい る。 「コダマ」 と呼 ば れ る小 さな精 霊 た ちは、 「シ シ神 」 が現 れ る時 に一斉 に現 れ た り、す っ と消 えた

りす る。 シ シ神 は 、神 と名 がつ い てい るが 、他 の神 々 とは格 の違 う、生 と死 を司 る存在 、 い わば 「森」 そ

の もので あ る。観 客 は、 シ シ神 が死 ぬ時 には森 も死 ぬの だ、 世界 全体 さえ も死 ぬ か もしれない 、 とそ れ と

は な しに理 解 す るだ ろ う。 シ シ神 は、一 言 もこ とば を発 す る ことが な く、 昼 と夜 で身体 の形 を変 え(夜 は

「デ イ ダラボ ッチ」 注2>に なる)、 傷 を癒 し、生 を与 え る時 もあ れ ば、命 を吸 い取 る力 も持 って い る。そ の

ため か、 シ シ神 の首 には不 老不 死 の効果 が あ る と言 い伝 えられ てい る。 シ シ神 は時 間か ら も空 間 か ら も自

由で あ る。

シシ神 や森 が、個 人 の内 的 な空想 で ない こ とは明 らか であ る。Winnicottは 、 潜在 空 間の なか にあ る もの

は 「個 人 や集 団が流 れ こみ 、 そ してそ こか ら私 た ちがすべ て 引 き出せ る ような、人 類共 有 の プー ルの 中 に

た まって い る もの」(1967)で あ る と述 べ てい る。 「太 古 か ら」 そ こにあ った森 は、長 い長 い生 命の 流 れ を

受 け継 ぎ世 界 を見守 って きた とあ るが、世界樹 は、多 くの神 話 で語 り継 がれ て きた生命 の源 の象 徴 であ る。

す べ ての生 き とし生 け る者 の生 死 を司 る場 とい う イメー ジ は、人 々 の文 化 に深 く根 づ いて お り、 シ シ神 や

森 は 、登場 人物 や作 品 の制作 者 個人 の内 的 な空想 で は ない。 また、 シシ神 や森 は、 万人 に共有 され る外 的

現 実 で もない。 そ こ は現 実検 討 力や 制御 の届 く領 域 で はな く、地球 環境 の保全 とい う現 代 的 な観点 に も強

調 は おか れて い ない。生 命 の営 み を象徴 す る 「森 」 とは、か か わる主 体 に よっ てそ の意味 が変 幻 自在で あ

る時空 間 であ り、 ま さに 「潜 在 空 間」 を示 してい る。 移行 対 象 は 、「見 つ け られ るべ くそ こに あっ た に も

か か わ らず、 赤 ん坊 に よ って創造 され た もので もあ る」 とWinnicottは 述べ て い る(1968)。 『もの のけ姫 』

の なかで 、人 々はそ こに在 る 「森」 の なか に何 を創造 した ので あ ろ うか。 「森 」 を舞 台 の 中心 と して展 開

す るス トー リーの なかで 、CBAと 深 く関 連す る さま ざまな潜在 空 間 イメ ージ を追 って い きたい。
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4『 もののけ姫』分析

本稿 は、 『ものの け姫 』 で見 られ る 日本 人のCBAと 潜 在空 間の イ メー ジ につい て検 討 す るので 、 それ に

関 連 す る登 場 人物 や神 々の み を初 め に紹介 す る。 次 に 、ス トー リーの 進行 にそ って、 「一 人 でい る」 た め

の 過程 、「個 に なる」 ため の過 程 に つい て考 察 す る。 本 作 品 の豊 か な イ メー ジ と文化 的 背 景の なか には 、

取 り上 げ られな い テー マ も多 くあ り、 また、 『ものの け姫 』 の みで 日本 人のCBAイ メー ジ をすべ て扱 える

わけで は ないが 、上 に述 べ た よ うに、 日本人 の心性 を強 く映 し出 してい る作 品 と して見 てい きたい 。

(1)登 場 人 物 た ち とそ の 意 味

1)タ タラ場 の 人間 た ち

「タ タラ場 」 の 人間 た ちは、 人里離 れた湖 の ほ と りに城塞 を築 き、 そ の中 の製鉄 工場 で鉄 を作 るこ とに

よって 近代 文 明 を繁 栄 させ て きた。 この コ ミュニテ ィを構 成 してい る人 々の 中心 は、 い わゆ る社 会 的弱 者

で あ る 「女性 」 や 「病者 注3)」であ る。女 性 リー ダーの 「エ ボ シ御 前」 を中心 に して強 固 な連帯 感 を もち、

製鉄 工場 の利 益 を横 取 り しよう とす る圧 倒的 な数 の侍 た ち(と そ の社 会)と の戦 い を続 けて きた。 男 た ち

もい るが 、 女 た ちの ほ うが は る か に生 き生 き と生 活 して お り、外 の 世 界 と は違 う、 境 界や 辺 境 に生 きる

人 々独特 の特 徴 が表 れ てい る。彼 らは、 製鉄 に必 要 な木材 を調達 す るた め、聖 な る 「森 」 の木 を伐採 して

森 の獣神 た ち の怒 りをかい 、製鉄 技術 の発 展 で可 能 に なった 石火 矢(鉄 砲)を 神 々 との戦 いで駆 使 す るた

め に、神 々 との対 立 をます ます深 め てい る。彼 らは神 々 を怖 れ る一 方、 駆逐 した い と願 ってい る。

2)神 々

「シ シ神 」 の森 に住 む獣神 た ちは、 「大 き く太古 の まま に」 生 きてい る と言 わ れて い る。 しか し、何 度

とな く繰 り返 されて きた人 間 と神 々 との戦 い は、 文明 の発 達 の ため 、徐 々に人 間側 に優勢 とな って きた 。

獣神 た ちの人 間 に対 す る憎 しみ や恨 み 、怒 りは、 彼 らの神 性 か ら、 「崇 り」 に変容 して人 間 た ち を襲 う よ

うに なった と考 え られ る。

「モ ロの 君」 は 山犬 のメ ス神 であ る。 パ ー トナー はお らず 、子 どもの 山犬 を2頭 連 れて い る。 人 間が生
おっことぬし

贅 と して捧 げた赤 子 のサ ンを、 山犬 の子 と して育 て上 げた。 タ タリ神 に なっ た 「ナ ゴの守 」 と 「乙事 主」

は 、元 々 は勇壮 な イ ノシ シの神 だ った。彼 ら獣神 た ちが守 ろ うとす るの は、生 命 の源 であ る 「森」で あ る。

しかし神々の絆は分裂 しつつあり、1狸鴇(か つては森に木を植える神であった)の ように神性を捨て堕

落 した もの もあ る。

3)ア シ タカ とサ ン

「アシ タカ」が 生 まれ 育 った故 郷 は、古 い習 わ しや伝 統 を受 け継 ぎ、 自然 を敬 い 、 それ と共生 して きた

閉鎖 的 な集 落 であ る。 アシ タ カは、 そ のエ ミシー族 を束 ね る長 となるべ き若者 と して 、 その役 割 を担 い 、

優秀 な長 と して の将来 を期 待 され て いた。 物語 は 、彼 が タ タ リ神 を殺 して しま うと ころか ら始 まる。 彼が

一人旅 に出 なけ れば な らなか っ たの は、 ア シ タカが 長 と して の人生 で は な く、彼 自身の 人生 に向 き合 う局

面 だっ たか ら と も考 え られ る し、 中世 の この時代 に、古 き ものの ま まで は生 を継 続 で きない とい う大 きな

力 が は た らい てい たか らだ と考 え る こ ともで きる。

「サ ン」 は、 山犬の 怒 りを鎮 め るた め生賛 として捧 げ られ、 山犬 モ ロ を母 と して 育 って きた。 モ ロは愛

情 を もってサ ンを育 てて きた ようであ り、 サ ンは純 粋 な山犬 の(精 神 的)血 統 を受 け継 いで い る。十代 前

半 の 少女 とい うい でた ちだが 、 「もの の け姫」 と して人 間 と戦 う時 には仮 面 を付 け 、獣 の よ うに縦 横無 尽

に走 り回 り、 エボ シの命 を狙 い続 ける。

(2)「 一 人 で い る」 た め に 、 「個 に な る」 た め に

筆 者 は本作 品 を、 ア シ タカ の高 次CBA(個 にな る能力)獲 得 の物 語 と、 サ ンの(発 展 した)低 次CBA

(一 人で い る能 力)獲 得 の物 語 が並 行 して い る もの と して分 析 す る。 また 、 サ ンの心 的現 実 にお い て は、

モ ロは母親 、 ア シ タカは父 親の役 割 を担 ってい る と考 え られるが 、 ス トー リー にそ って その詳 細 を述べ て
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い き た い 。

1)崇 り(旅 の始 まり)
い ころ

アシ タカ は、村 を襲 お う と した タタ リ神 を矢 で射殺 し、右 手 に呪 いの傷 を うける。 それ は熱 で溶 け て ア

ザ とな り、や が て アシ タカ を殺 す もの であ った。 巫 女の ヒイ様 は 「誰 に も運命 は変 え られ な い。 だが、 た

だ待 つ か 自 ら赴 くか は 決め られ る」 「西 の 土地 で 何 か不 吉 な こ とが起 こ って い るの だ よ。 そ の地 に 赴 き、

くも りの ない 眼で物 事 を見定 め る な ら、 あ るい はその 呪 い を断 つ道 が見 つ かるか も しれ ぬ」 と告 げ る。

心 の病 に罹 っ た り、 心 の傷 を負 った 人、 人生 の問題 に取 り組 む人 は、決 して、好 ん でそ の苦 しみ を受 け

る わけで は ない。 その傷 は タタ リ神 の ように突然 現 れ、痛 み と苦 しみ を伴 い、死 を予言 され る ような痛手

であ る時 もあ る だろ う。心 の傷 に 向 き合 うこ とを 自 ら決 め た者の旅 立 ちは 「掟 に従 い、 見送 らぬ 。健 や か

にあ れ」 と送 られ 、単 身、 重 々 しい雰 囲気 の中 で始 ま る。己 の運 命、 生死 に かか わる一 大事 で は、現 実 的

も しくは象徴 的 に、 「独 りで」 旅 に 出 る こ とが必 要 と され る。 但 し、 この時 、 意 識的 には 「呪 い を断 つ」

ため、 または苦 しみか ら解放 され るため 、 とい う動 機 であ る場合 もあ るだろ う。

2)潜 在空 間体 験

アシ タカは、森 の精霊 コ ダマ と共 生で きる と思 い、尊重 し、敬 意 を払 う。近 代 的 な人間(タ タ ラ場 の男)

が コダマ を恐 れ るの に対 し、 アシ タカが コダマ と友 だ ちにな れ るのは 、潜在 空 間 に属す る もの に 自然 に態

度 を開い てい るか らで あ る。 ただ し、 この姿 勢 は アシ タカが生 きて きた コ ミュニ テ ィーの伝 統 の継承 に よ

る もの と も言 え る。 しか し、 ア シ タカが初 め て シシ神 を見 た時 の体験 は、 よ り鮮 明 に潜 在 空 間的 で ある。

森 で一 休み してい たア シ タカ は何 か の気 配 を感 じ取 る。視 界 の向 こ う、煙 々 と した光の 中で 、 シ シ神 が ア

シ タカの方 を向 くが 、顔 は見 えな い。 ア シ タカの 腕が 暴 れ 出 し、恐怖 と衝 撃が 走 るが 、 に もかか わ らず 、

ア シ タカは シシ神 に魅 了 され畏敬 の念 を持 った よ うだ。 それ は、 アザ を消 して くれ る か も しれ ない とい う

淡 い期 待 か らだけ では な く、 アシ タカ に とって 、 な くて は な らない、 大い な る もの との出会 い だ ったか ら

で あ ろ う。 シシ神 が 自分 に とって どうい う存 在で あ るの か、 自分 は何 の ため に旅 に出 たの か、我 を見 る と

同時 に、 そ こで起 こる体験 が 自分 の意思 で コ ン トロー ルで きない こと を知 ってい る。 シ シ神 が去 るの を見

送 り、 彼 は ひと り、池 に映 る 自分 の姿 をみつ め てい る。 こ こで アシ タカ には、 シ シ神 の 登場 と彼 の アザ と

の 関係 を心 理的 に結 びつ け る動 きが起 こ り始 めて い る。

ケ ガ を した タタラ場 の男 を背負 って送 り、 タ タラ場 で生 き生 き と生 きる人 々 を目にす る と、 ア シ タカは

その世 界で も和 や か に過 ごす こ とが で きる。 が、 慎重 に自分 の居 場 所 を探 そ うと し、 自分 の旅 の意味 を考

えて、葛 藤 してい る姿 も垣 間 見 え、彼 の 自我 が は た ら き続 けて いる こ とが分 かる。

3)崇 りを生 きる

タタラ場 の男 た ちが、 戦い を挑 んで きた猪 の神 に石 火矢 を放 っ た こ とを誇 ら しげ に語 った 時、 ア シ タカ

は タタ リ神 が それ とな った 由来 を知 る。 ま さにそ の石 火矢 のつ ぶ てに よって崇 られ たそ の右腕 はエ ボシ を

殺 そ う と剣 を抜 きか け るが 、 アシ タカ(の 自我)は そ れ を必 死 に くい止 め てい る。 この 時病 者 は、 自 らが

病 で呪 われ て いるた め ア シタ カの怒 りや悲 しみは よ く分 かる が、 自分 を助 けて くれ たエ ボ シ を殺 さない で

くれ、 と懇願 してい る。 その 夜、 サ ンとエ ボ シの 戦い を見 て いた アシ タカは、 かつ て ない ほ ど活発 に妖 気

を放 つ右 腕 で もって 、戦 い に割 って入 る。そ して エ ボ シに 「そな たの 中 には夜 叉が い る。'この娘 の 中 に も

だ。 み んな(こ の腕 を)見 ろ。 これが 身 の内 に巣 くう憎 しみ と恨 みの姿 だ…… 肉 を腐 らせ死 を呼 び寄 せ る

呪 いだ!こ れ以上 憎 しみ に身 をゆ だね る な1」 と言 う。 気 を失 っ たサ ン を背 負 い、誤 って撃 たれ て重傷 を

負 い血 を流 しつつ も 「わた しは 自分 で ここへ来 た 。 自分 の足 で ここをで て行 く」 と、十 人で や っ と開け ら

れ る重厚 な 門 を開け、 タタ ラ場 を後 にす る。

病者 は、呪 い を慰め て くれ るエ ボ シに仕 え る こ とを生 と したが、 ア シ タカは別 の 道 を選ん だ。 意識 的 に

彼 が選 んだ とい う よ り、彼 の右 腕 の アザの 「妖 気」、 「夜 叉」 が彼 と一体 とな って選 ん だ と言 う方 が よ り正

しい だ ろ う。 ここで筆 者 が注 目す るの は 、崇 りに対 す る、 ア シ タカの 自我 の関与 の しか たで あ る。神 々や

人 間た ちは お互 い がお 互 い に対 して 呪 いの 由来 を押 しつ け合 っ てい るが 、彼 はそれ が 「身 の 内 に巣 くう」
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ものだ と訴 えて い る。元 来、 温厚 で親 切 な ア シタ カには不似 合 い の この タ タリ、す な わち破壊 性 や攻 撃性

は 、彼 の心 の内部 か ら切 り捨 て られ て外へ 排 出 され、他 者 の もの とは され てい ない 。 また、 怒 りや破壊 性

に身 を任 せ て 自我 が乗 っ取 られ、 タタ リ神 にな って しまう とい うこ と もない。 ア シ タカは崇 りを抱 えた り

背負 っ た りして生 きよ う と してい る。今 まで生 きた こ との な い自分 を も抱 える こ とは、 苦 しみや痛 み を伴

う。 しか し、 潜在 空 間 に開か れ始 めて い る アシ タカは頑 なに今 まで の 自我 に こだわ る こ とな く、 自我 を差

し出す こ とな く、 もち こた えてい る。 また、 アシ タカの行 く先 に は 「森」 が あ ったが 、 それ は、彼 が崇 り

と ともに生 きるた め に、異界 に出 る こ と、生 を賭 け た体験 をす る必 要が あ る こ とを示 してい る。

4)「 生 きろ」(サ ンのCBA)

サ ンは 、人 間 を森 か ら追 い払 うため に命 も落 とす 覚悟 であ っ た。 だが 、サ ンを救 うため瀕 死 の重 傷 を負

った ア シ タカの 「生 きろ」 とい う言葉 は、サ ンの心 の 何か に触 れた ようで ある。 そ して 「そ なた は美 しい」

とい うアシ タカの 言葉 に驚 い て、態 度 を一転 させ 、 シ シ神 に アシ タカの生 死 を委 ね た。 これ は ど うい うこ

とだ ろ う。 ここで サ ンのCBAに つ いて検 討 し、CBAの スペ ク トル とい う新た な観 点 を呈示 したい。

A)サ ンの早期 幼児 期

サ ンが 、単 に人間 の両親 か ら見捨 て られ、愛 情 を注 がれ る こ とな く成 長 した少 女 であ れ ば、彼 女の 人

格 はば らば らにな り、モ ロ と深 い 心の 絆 を築 くこ とはで きなか っ ただ ろ う。 サ ンは、一 人で 森 を駆 け抜

けて い る時 に も不 安 な様 子 で はな く、 自他 も分化 してお り、 あ る程 度 のCBAを 身 につ け てい る よ うに見

え る。サ ンが実 際 に どの よ うに育 った かは作 品 中で 明 らか に されて い ないが 、 こ う した様 子 か ら、モ ロ

が 「ほ ど よい母親good-enoughmother言 主4)」(Winnlcott,韮971b)の 役割 を果 た した こ とが 暗 に示 されて い

る。 ここで重 要 なの は、種 の違 うモ ロか ら提 供 された 、 この一連 の ほ ど よい 環境 を、 サ ンが取 り入れ る

ことが で きた こ とで あ る。Ego-Relatednessが 「対 象 と して の母 親」 で は な く 「環境 と して の母 親」 が与

え る関係性 で あ る こ との重 要性 は こ こにあ る。 す なわ ち、モ ロが もつ属性(山 犬 で あ るこ と)に かか わ

らず 、モ ロが 果 た した 「抱 える環境 」 とい う役 割 に よって 、子 どもは 「一 人 でい られ る」 よ うにな る こ

とが 示 され てい る。 それで は、 なぜ アシ タ カの 「生 きろ」 とい う言葉 にサ ンの心 は揺 れ てい るの だ ろ う

か。

B)ア シ タカ と出 会 った こ と ～低 次CBAの スペ ク トル～

ここで 、 アシ タカ に出会 った ことに よるサ ンの内 的変化 を考 察 し、CBAと 三者 関係 につ い て考 察 を試

みた い。

最 も根源 的 なCBAの 獲得 過程 で 、母 子関係 は、原 初的 な 一体 化 か ら逆 説的 な関 係性 へ の移行 が重 要 で

あっ た。 そ こで の潜 在 空間 は、 母子 一体 で あ りなが ら分離 してお り、 分離 してい なが ら一 体 であ る こ と

の象徴 で あ った。Winnicott(1958)は 、 よ り発 展 したCBAの 例 と して、子 ど もが 原光 景で 引 き起 こ され

る感情(憎 しみ)を 克服 し、 自慰行 為 の糧 とで きる こ とを挙 げて い る。 「両 親 との三 角 関係 の な かで 一

人 で いなが ら、 空想 を活 用 しなが ら楽 しむ こ とが で きる」(北 山,1985)と い う、 想像 力 や楽 しむ 能力 の

こ とで あ り、 こ こで は 「不在 の母 親 がい る」 ところで 「一 人 でい る」 時 に生 じた創 造 力(想 像 力)の 発

展 に重 点が お かれ てい る。Winnicottは さ らにEgo-Relatednessが 確 立 された環 境 にお い て 「衝 動 や官 能が

現 実の もの とな り、 本 当にパ ー ソナ ル な体 験 となる」(同)と い う体 験 も強調 してい る。

サ ンのCBAは 母 子の 二者 関係 性 の なかで獲 得 されて きたが 、 自分 は山犬 で ない とい う現 実検 討が な さ

れ る よ うにな り、母 な る もの と してサ ン を包 ん で きた神 々の 世界 が衰 退 し始 めて い る ことは 、母子 一体

とい う幻想 か らの 「脱 錯覚disillus量onment注5>」が 徐 々 に進 ん でい る子 ど もの心 的状 況 と近 似 して い る。

Winnicott(1968?)は 、 「考 える こ とは、母 親 の適切 な対 応 の段 階 的な失 敗 に対処 す る ため に乳児 が とる

パ ー ソナ ル な方法 と して始 まる」 と し、錯 覚 と脱 錯覚 が 繰 り返 され る こと(段 階 的 な失 敗)の な かで 、

個 人の思 考 や想像 力 が育 まれ る とい う、力 動 的 に推 移 する情 緒発 達 とい う観 点 を提 示 してい る。

サ ンは 「生 きる」 こ と に頓 着 してい な い よう に見 え る。 閉塞 した 二者 関係 の な か で(山 犬 と して)

「生 き」続 ける こ とは、現 実 的 には 「生 を賭 ける」 「死 ぬ」 に等 しい。 ここで父 親 としての ア シ タカが現
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れ て 「生 き ろ 」 と言 う 。Winnicott(1969)は 、good-enoughmotherが そ の 役 割 を 果 た した 後 、 父 親 が
バ　ソナル

「子 どもに統合 と個 人 的 な全体 性 を、最 初 にみせ て くれ る者」 の役 割 を果 た し、 「自我 の組 織化 」 や 「赤

ん坊 の心 的 な概 念 化conceptualisation」 にお いて統 合体 として動 くと述 べ てい る。 ア シ タカはモ ロ のパ ー

トナ ーで は ない もの の、第 三者 と して サ ンの脱錯 覚 を 間接 的 に促 し、 サ ン個 人 と して 生 きる こ とを指 し

示 してい る とい う点で 父親 であ る。 ここでWinnicott(1966)が 女 性 的要素 と して 挙 げる 「あ るbe」 とい

う要 素 と 自我 の支 持 とい う側面 、 そ して男 性 的要 素 として挙 げ る 「す るd㏄s」 とい う要 素 と自我 の組 織

化 とい う側 面 の対応 性 に も、注 目すべ きであ ろ う。

筆 者 は、CBAを 低 次 と高 次 に分 けて 考 察 して きたが 、 この よう にサ ンのCBAを 検 討 して い くと、 い

わゆ る原 義 のCBAに 複雑 なス ペ ク トルが あ る こ と を想 定 す る こ とがで きる。 一 者 関係(母 子 が 一つ の

unitで あ る こ と)か ら二者 関係(間 に潜在 空 間が 存 在す る)へ 、 そ して二 者 関係 か ら三者 関係 へ と、 子

どもの 環境 が変 わ る こ とに よっ て、 「個 」 で あ る こ とをめ ぐる事 象 は め ま ぐる し く変 わ る。 た と えば、

サ ンに とって森 は 、未 だ に、山犬 サ ンを育 て て きた現 実的 な環 境 であ り、 その(象 徴 的 な)意 味 をサ ン

個 人が 見 出すべ くそ こに在 る もの(潜 在空 間)と して は存在 して いな い よ うに見 える。CBAを め ぐる諸

要 素、 諸能 力 は、一 つ の地点 を通 過す るこ とに よって全 て が獲 得 され るわ けで は な く、錯 覚 と脱 錯覚 を

繰 り返 しなが ら生涯 に わた って発 達 してい くもの であ る と考 え られ るの であ る。

5)と もに生 きる こと(ア シ タカの さ らな る意 識化 プロ セス)

シシ神 に よって アシ タカの致 命傷 は癒 え たが 、 アザは消 え な かっ た。 彼 は、 それ を 「呪 いが わが 身 を く

いつ くす まで 、苦 しみ生 きろ」 とい うシ シ神 の メ ッセー ジ と して受 け取 った。 ここで ア シ タカば、 アザ の

妖 気 とと もに決心 した場 所 か ら歩 を進 め、潜 在空 間 での 体験(撃 た れた こ とに よる致命 的 な傷 が劇 的 に治

った とい う体験 と、 アザが消 えなか っ た とい う体験)か ら、 その運 命 とと もに生 きるこ とを再 び選 んで い

る。 呪い の由 来 を知 り、呪 いか ら逃 れ るため に旅 を始 め た アシ タ カの 自我 は、 ここで明 確 に呪 い を引 き受

け、 それ とと もに生 きる こ とを言語 化 してい るか らで あ る。

静 か な夜、 森 を見渡 す崖 の上 で の アシ タカ とモ ロの緊 迫 した会 話 の場面 で、 モ ロ は、 サ ンの 運命 が森 と

共 にあ る と告 げ 「お前 に あの娘 の不 幸 が癒 せ るの か」 「お前 にサ ンを救 え るか?」 と一喝 す る。 ここで ア

シ タカ は、 「わ か らぬ …… だが と もに生 きるこ とはで きる!」 とこた えた 。そ れ は、 サ ン と と もに人 間 と

戦 い憎 しみ を増 やす こ とで は ない と言 う。 憎 しみ を増 や さず に 「と もに生 きる」 とは、 ど うい うこ とか 。

これ も潜 在 空間 での体 験 か ら得 た アシ タカの 自我 の答 えで あ る。サ ン(ア シ タカ)が 背負 った不幸(運

命)を 消 し去 る こ とは、 もはや サ ン(ア シタ カ)の 一部 とな った もの に 目 をつぶ る こ とで あ る。 そ の傷 や

運 命 は魔術 的 に消 し去 るべ き もので は な く、 そ れ に伴 う苦 しみ を背 負 っ て生 きるこ とで 、新 た な生 を見 い

だす 可能 性 があ る。 「個」 を獲 得 す る プロセ ス は、必 然 的 にそ う した傷 や痛 み を背 負 うこ とを必 要 と して

い る。 「生 きろ」 とい う こ とばは 、サ ンの 「生 きる」 道 を提 示 した が 、今 や 「と もに生 きる」 とな った ア

シ タカの 決意 は、分 離 し 「一」 とな った 両者 の 間 に潜 在 空 間が あ るは ず だ とい う こ とを示 して い る。 「ひ

と り」 になる こ とは、単 独 の 「一」 となる こ と、遊離 した 「一」 となる こ とで は な く、 生 のつ なが りや そ

の 背後 に ある世 界 とのつ なが りを統 合 してい くこ とで あ る と彼 は訴 えてい る。

6)神 の領域 を 「信 じる こと」(潜 在 空間 の意 味 を見 出す)

サ ンは 、人 間た ち に瀕 死 の重傷 を負 わ され た 乙事主 を、 シシ神 のお 池 に癒 して もらお う とす るが 、 タ タ

リ神 にな って しまった 乙事主 の 毛穴 か ら噴 き出 す ドロ ドロ に呑 み込 まれ てい く。 この 時、 サ ンは 「いや だ

・… ・・タ タ リ神 にな んか な りた くない!」 と叫 ぶ。 翻弄 され るが ま まに生 きて きた サ ンが、 初 めて 自分 の言

葉 を話 した ・々(Pキうで～うろ。 サ ンの 自我 が}≠?き ワζ ζう叫 存ぢ時 ・ シシ神 が登場 す る。

これは 、 自我 が 関与す るこ とに よって 、潜 在 空間 の意味 が現 れる こ とを表 してい る。サ ンには、 母 な る

もの、 「森 」 に守 られ て い る感覚 が あ った か も しれ ないが 、 そ う した感 覚 は 自我が か か わ る こ とに よって

初 め て、潜 在空 間 的 な存 在 と してサ ンの 「体 験」 の枠 に入 る こ とが で きる。潜在 空 間が そ こ にた だ 「在 る」

も ので は な く、 自 ら 「見 出 した」種 の意 味 を帯 び たた め、サ ンのCBAは ここで さらに発展 して いる。

池 の水 面 を歩 いて 幻想 的 に登場 した シシ神 は、 荒ぶ る 乙事主 の命 を吸 い取 り、 デ イダ ラボ ッチ に変 身す
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る途 中、エ ボ シ に首 を撃 ち抜 か れ、身体 が森 に飛 び散 っ て しま う。その ため森 は急 速 に死 に向 か って い く。

エボ シ に とって シシ神 は、 生命 を象 徴 す る潜 在 空 間的 な存在 で は ない。 しか し森 が死 ぬ こ とに よって初 め

て、 その場 にい る近代 的 な人間 た ちは、 シシ神が 我が 身 にか かわ る領域 の存 在で あ った と知 る。

サ ンが 人間 に怒 り狂 って 、「わた しは山犬 だ!」 とアシ タカ を拒 否す る の は、まだ、(サ ン個 入 と して の)

自我 の組織 化 が脆 弱で あ る こ とを示 してい る。 だが 、 アシ タ カは 「す まない 。何 とか とめ よう と した んだ

が… …」 とサ ンの絶 望 感 と怒 りを抱 きか か え、 「まだ終 わ らない。 わ た した ちが 生 きて い るの だか ら」 と

自我 の 組織 化 を支 える とい う 「父 親」 の仕 事 を しつつ 、 「人 間」 と して シ シ神 の 首 を追 い 、遂 にそ れ を

「人 の手 で」 返 した 。 シ シ神 の首 が 身体 に戻 る と、徐 々 に森 に緑 が 回復 しアシ タカの アザ は消 えて ゆ く。

なぜ森 が死 に、 アザが 消 えてい ったか につ いて は、後 の潜 在 空 間の考 察 の項 で詳 し く検 討 したい。 が、 こ

の回復 の力 を 「信 じる」 「待 つ」`ことが で きる とい う彼 らの力 は、サ ンと アシ タカそ れぞ れが成 熟 の道へ 、

歩 を進 め た こ とを表 してい る と言 え よう。

この物語 は、サ ンとア シ タカが結 婚す る とい う西 洋 のお とぎ話 に よ くあ る結末 とは異 なっ てい る。サ ン

は森 で アシ タカ は タタ ラ場 で暮 らす こ とにな り、2人 は引 き裂 かれ なが ら 「共 に」 生 きて い く道 を選 んで

いる。 サ ンはア シ タカ を 「好 き(Like)だ 」 と言 い、 ア シ タカ を真 に 「信頼 す る」 こ とが で きる よ うにな

った。 アシ タカ は二人 のあ い だ にあ る世 界 が 「死 んで いな い」 こ とを教 えて い る。 ア シタ カとサ ンが母 子

関係 の延長 に生 じる父 子関係 で あ る と解 釈 して きたの は、 こ う した理 由 か らであ る。 彼 らの 関係 は本 質的

に、愛 に よる男女 関係(ld-Relationship)で は な く、そ の 間に潜 在 空 間 を もつ こ とで、 お互 い の 「ひ と り」

を確 立す る 関係(Ego-Relatedness)な ので あ る。彼 らが 共 有 して いる世 界 が ど こにあ り、何 で あ るか を問

うこ とはで きない が、 ヤ ックル(ア シ タカの乗 る動物)に 乗 っ て会 い に行 くほ どの距 離 にい る2人 の あい

だ には何 かが確 か にあ るた め、観 客 は その結 末 に安心 す る ことが で きるの であ る。

5も ののけ姫をめぐるCBAに 関す る臨床心理学的考察

(1)崇 りの 二 側 面(高 次CBA獲 得 プ ロ セ ス の な か で)

まず 、 ア シ タカの高次CBA獲 得 過程 の きっか け とな った 「崇 り」 を歴 史的 な視 点か ら見 てみ た い。 そ も

そ も崇 りとは 、 「神 仏 や 霊 が その 意 に反 す る 人間 の行 為 に対 して もた らす とが め ・災禍 」 の こ とで あ る。

日本で は古 い時 代 か ら、荒 び、 た けぶ神 々 の崇 りを祝 詞 に よっ て懐 柔 して きた。祝 詞(延 喜式 巻八)に よ

る遷却 崇神 祝詞 の神 話 では 、崇 りをなす 悪 い神 々 に退 却 して もら うため に、 これ らの神 々 が鎮座 すべ き場

所 が祝 の 中 に表 現 され る。次 なる鎮 送 の地 を最高 の誉 め言 葉 に よ って讃 え、崇 る神 を懐 柔 しよ う とい うの

で あ る。 巫女 の ヒイ様 もそ れ に従 い、 タ タリ神 をな だめ て い る。 ま た、 「崇 」 とは神 が交 信 を求 め 、祭 り

を要求 す る手立 て であ る と も考 え られ てい る。 だ とす れ ば、 タタ リ神 に呪 い を受 けた ア シ タカは、神 の 求

め る交 信 の引 き受 け手 とい うこ とに なる。 『もの の け姫』 で は 、前 者、 す な わ ち 「とが め ・災禍 」 とい う

意味 で の崇 りと、後 者 、す なわ ち 「神 の 求め る交 信」 とい う意味 での 崇 りの両 者 ともが、 ア シ タカが 「個

にな る」 プロセ ス にお いて重 要 な意味 を持 っ てい る。

自分 にふ りか か った 出来事(心 理 的危機)を 「ば ちが あた った」 「日頃 の行 いが悪 か っ た」 「ご先祖 様 が

怒 った」 とい う ように、神 々 の とが め ・災禍 と して振 り返 った り、自 らの 意思 で解 決で きる もので は な く、

お祓 い やお祈 りで懐 柔 しつつ 向 き合 うとい った心 性 は、現代 に も残 ってい る。 この よ うな時 、 自 らの意 思

や決 意(自 我)で コ ン トロ ール しよう とす る と、独 善 的で あ った り偏 って い た りす る ため に、堂 々巡 りや

悪循 環 に陥 る可 能性 があ る。必 ず し もそ う とは限 らないが 、 臨床現 場 で出 会 うク ライエ ン トの多 くは、 自

分 の意思 や 努力 で は どうに もな らない 問題 を抱 えて いる ことが 多 く、心 理 的 な問題 の 多 くは 、 「崇 り」 の

側面 を担 っ てい る と考 え られ る。 心理 的危 機 と神 とを結 びつ ける態 度 が 日本 文 化の な かに継 承 され てい る

ことは興味 深 く、 この態度 は本 作 品で も大 きな役 割 を担 っ てい る。

ア シ タカは集 団 の長 と して活躍 す る力 を持 って い たが 、彼 の世代 を境 に村 は廃 れて い く気配 が あ った 。

村 を守 る とい う重 要 な任務 に従 って タタ リ神 を殺 した彼 の そ の行 為 は、 皮 肉 に も自分 を死へ 追い や る運命

となった。 彼 は、今 までの規 範 で生 を継 続 で きな い大 きな 出来事 に出会 った こと になる。 アシ タカが 「呪
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い を断つ ため 」に一人旅 に出 た頃 は、意志 に反 して暴 れ、人 を殺 め よう とす る アザ を必 死 に抑 え てい たが、

後 に、濃 くなっ て きて、 シ シ神 の気 配 で暴 れ 出 した り異 様 な妖気 を放 った りす るアザ を、 自律 的 な力 を持

つ もの として迎 え る ように なった 。神 が与 え た災禍 は、 彼 の もの(ア ザ)で もあ り、彼 で な い もの(タ タ

リ)で もあ った。 彼 は、徐 々 にそ の攻撃 性 や破壊 性 に逆 らわ な くな り、 さらにそ の潜在 空 間性 を能 動的 に

引 き受 ける よ うにな る。今 まで の彼 の生 き方 で は、呪 い や崇 りか ら仲 間 を守 る こ とは あ って も、 そ れ を持

つ苦痛 や哀 しみ に身 を置 き、 それ とと もに生 きる こ とは なか った だ ろ う。彼 の村 が 衰退 に向か って いた の

は、 そ う した こ とか ら逃 れ て きたか らか も しれ ない。

こ う して見 てい くと、 アザ(崇 り)は ア シ タカ個 人 に しか負 えない(癒 せ ない)傷 であ り、彼 で あ るか

らこそ意味 を持 つ 傷で あ る と言 うこ とが で きよ う。 つ ま り、 崇 りを、 心理 的危機 と して だけで は な く、神

か らの何 らか の メ ッセー ジで ある とか、 痛 みや苦 しみ を伴 い つつ も新 た な道 に進 む糧 と して捉 え られ るか

どうか も 「個 に なる」 過程 におけ る重要 な 要素 であ る と言 え よう。 また、彼 が 「タタ リ神」 にな らなか っ

た こ とは、崇 りに乗 っ取 られ な かっ た こ と、崇 りを経 て生 き残 った こ とで あ る。 ア シ タカ には 、「潜 在 空

間的 な」 もの と して の崇 り(森)に 「自我 が」能 動的 に 向 き合 うこ とが同時 に起 こって い る。村 の衰 退や 、

時代 の流 れ とい った大 きな問題 に、 自 らの 「個」 の 問題 をか けて 自分 の 人生 を生 きるため に は、 この よ う

に、潜 在 空 間 と自我の 両者 にひ らかれ た態度 が必 要 と され る。個性 を追求 す る心が 他 や世界 と遊 離 した と

ころに ある時 、 それ は真 の創造 性 では な く、病 的 な孤 独 を生 み出 して しま う。 病 的な孤 独 は、果 て しない

荒野 の 中で堂 々巡 りを し、 独善 的 に、頑 なに 「ひ と り」 に固 執す る ため 、広が りを持 た ない。真 に一人 で

い る こ とは、 一人 で いて も 「間」 にあ る世界 を感 じ、 その世 界 と関係 を もて る こ とで あ る。 む しろ、個 を

追求 す ればす る ほ ど、 「間」 の 世界 に 自我 が 能動 的 にか か わる必 要が あ る と考 え られ る。 「間」 の世 界の も

の と生 きる こ とは、強 い苦痛 を伴 うか もしれ な いが、必 要不 可 欠 な傷で もあ る。

(2)「 個 に な る」 た め の 過 程 と 「一 人 で い る」 た め の 過 程 の 関係

人 々 は人生 にお いて 、 自分 の 「個 」 を追 求 してい くだけで な く、子 ど もや他 者 の 「個 」 を支 え守 る役 割

を担 う場 面 に出会 うだろ う。 同時 に二 つの仕 事 をす る こ とは非常 に困 難 であ ろ うが、 自分 の 「個 」 を追 求

す る こと と同 じよ うに、他 者 の 「個 」 を支 え るこ と も非常 に重要 な仕 事 であ り、 その こ とに よって 「個 に

な る」 過程 が促 進 され る こ ともあ るので は なか ろ うか 。Winnicott(1958>は 、CBAが 「転 移の 原基ma㎞x」

であ る と述 べ てい る。筆 者 はrも の の け姫 」 か らそ う した相 互 交流 に関 す る考察 を試 み たい。

アシ タカが 重傷 を負 い、 眠 って いる 間 にシ シ神 に傷 を癒 され た後、 サ ンは 、衰弱 した アシ タカ に、食物

を 口の 中で 咀囎 して食 べ させ た。 ア シ タカ はそ こで 静 か に涙 を流 して い る。 「個 に なる」 た め、 戦 い につ

ぐ戦 い を繰 り返 してい た彼 に、 この体 験 は どの よ うな感 情 を引 き起 こ したの だ ろ うか。

アシ タカ はそれ まで に、 モ ロ に よって 「一人 でい られ る」 よう にな ってい る(分 離 した 「一」 とな って

い る)サ ンに、彼 自身の子 ど もの部 分 を投影 し、そ れ を養育 し癒 してい た と考 える こ とが で きる。 そ こで

生 じる子 ど もの反 応 は、親 自身の何 か で もあ り、子 ど も自身の何 かで もあ る現 象 であ り、転 移現 象(投 影

同一化)で あ る。(心 が)死 にか け てい たサ ンが 、生 きる ため に必 要 な食物(情 緒 的 関係)を ア シ タカ に

与 える、 とい う行為 は 、 アシ タカが サ ンに した こ とで もあ り、 サ ンが ア シ タカに してい る こ とで もあ る。

また、サ ンが 口で噛 み砕 い た ものが 、 アシ タカ に とって、 サ ン との関係 を象 徴 す る証 と して彼 の実際 の

栄 養(現 実)と な って い る こ とは、 その潜 在 空 間が リア リテ ィー を もっ て定位 され る こ と も示 して い る。

筆 者 は ここで 、 こ う した転 移 関係 のな かで 、子 ど もだ けで な く両 親 も、 そ こで生 じる潜 在 空 間の リア リテ

ィー に非常 に影響 を受 け るだ ろ うこ とを指摘 した い。潜 在空 間 は常 に個 人 と環境 の間 に ある とは い う もの

の 、人 々 はふ だん 、乳幼 児が 初 めて移 行現 象 を体 験 して い る時 ほ どの イ ンパ ク トを もって それ を感 じる こ

とは少 ない か も しれな い。 しか し最早 期 の母 子関係 の よう に濃密 な関係 が 生 じた時 、母 親 はそ の 「間」 に

あ る ものの 強烈 な リア リテ ィー を感 じるだ ろ う。 父子 関係 におい て も、 その 間に潜 在空 間が 横 た わ り、 そ

の意 味 を問 う作 業が行 われ てい るた め、 両者 に強 烈 な心 的相互 交流 が起 こ り、潜 在 空 間の リア リテ ィーが

現 れ るこ とが推測 され る。 この よ うに、CBAを め ぐる相 互交 流 は、両 者 の 「間」 の存在 を際 だ たせ 、そ れ

に リア リテ ィーを持 たせ るは た ら きをす る。
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「個 に なる」過 程 は、 苦 しく長 い道 の りだ が、 自我 がそ れ に向 き合 い続 け るこ とが重 要で あ り、 同時 に

「問」 に あ る もの を体験 す る こと も不 可欠 で あ る と前項 で 考 察 した 。 こう した こ とが現 実 的 に 「独 りで」

行 われ るな ら、 自我が 偏 って い く危 険性 を孕 んで いる。 彼 らの 間 にあ る 「森」 や 「崇 り」、 「関係性 」 とそ

こでの 体験 は、彼 ら を結 びつ け、 彼 らの 「ひ と り」 を成 熟 させ て い く基 盤 であ り、低 次CBAと 高 次CBA

は手 を取 り合 って成長 してい くた め に、 お互 い を必 要 と して い る。

また、 「一 人 でい る」 た め に は 「間」 の世界 のあ たた か さ(母 親 の もつ 養育 的 な雰 囲気)と 関係 をもつ

こ とが必 要 だ とWinnicottは 述 べ たが 、 「個 に なる」 ため には 「問」 の世 界 の狂 気 や苦 痛 との 関係 性 に直 面

せ ざる をえ ない。 人類 が積 み重 ね て きた歴 史や文 化 の 中 には不幸 も多 く含 まれて い るが、 そ れ と対 峙す る

こ とを避 けて 「個性 」 を追求 す る こ とは、真 に 「創 造 的」 に生 きる こ とを阻害 して しま うの であ る。

(3)潜 在 空 間 イ メ ー ジ と そ の 運 命

Winnicottは 『移行 対 象 と移行 現 象』 の な かで 、 「その 対 象 は、徐 々に心 的エ ネル ギー の備給 が撤 去 され

る運命 を もって い る、 したが っ て、何 年 後か には、忘 れ 去 られ てい くとい う よ り、 リンボ界注6)に 追放 さ

れ て しまうので あ る。つ ま り、健 全 な発達 にお いて 、移行 対象 は"内 側 に入 る"こ と もない し、そ れ に対

す る感 情 が抑 圧 され る必 要 もない とい うこ とであ る。 忘 れ られ る こ と もな く、 悲 しが られ る こ ともな い。

そ れ は意味 を失 うので あ る。 なぜ な ら、 移行対 象 は拡 散 して い って(中 略)中 間領 域全 体 に、 い わば文 化

的分 野 全体 に広 が って しまうか らで あ る」(lg71b)と 述 べ てい る。

森 が死 んで生 まれ変 わ り、 アザ が消 えた こ とは、潜 在空 間 の意味 が変 質 し、 その 世界 に生 きる人 々が新

た な潜在 空 間 を見 出す段 階が 訪 れた こ と を示 して い る。意味 を失 っ た もの は消 失す るが 、 その潜 在 空間領

域 自体 が枯 渇 した りな くなった りす る こ とはない 。新 た な意味 を帯 びる ため に形 を変 え るので あ る。 この

作 品で は、 人 々や神 々 に棲 んで いた 「怒 り」 や古 きもの との 「対立 」が 新 た な意味 を持 つ ように なった と

考 え られ る。

ア シ タカやサ ン と森 との 関係 は 「一体 化」 で はな く、最 終 的 には 「隣 に」 いる ような関係 で あ る。 シシ

神 が再 び姿 を現 す か ど うか は定 かで は ない。 しか しア シ タカはそ こに存在 した世界 を体 験 して い る。各 々

の 人の 前 に、シ シ神 や森 は違 う形で 現 れ る。神 様、 お地蔵様 、 ご先祖 様 、自然 、特 別 な体験 か も しれ ない。

しか し、 これ ら との 関係 が情 緒的 成熟 とな るため に は、 それ にの み こ まれ た り、一 体化 す る こ とな く、 自

我 が限 りな く近 くで 関与 す る こ とで は ない だろ うか。潜 在 空 間の 中で生 きる こ と、 潜在 空 間 と一体 となる

こ とは 、神 の領域 に踏み 込 む こ とで 、人 間の す る ことで はな い。 だが 、 「森 」 を信 じるこ と、 「森 」 を体験

す る こ とはで きる。Winnicott(1971e)の 表現 を借 りれ ば 「連 続 性continuityが 隣接 性contiguityに 地位 を譲

る」 の は潜在 空 間 にお いてで あ り、潜 在 空間 と 「つ なが る」 とい うイメ ージ は 「一 」が 存在 す るか らこそ

可 能 とな る。 自 らが 潜在 空 間や他 者 に吸収 され るので もな く、 頑 な な 「一」 を固持 す る こ とで もない。彼

らが森 か ら得 た もの は、本能 を充 足 す る体 験 で はな く、文 化 的 な体 験 であ り、生 き生 きと 「間」 を体 験 し、

「個」 に向 き合 うことで あ った。

6お わりに ～新 しい概念の提示～

『もの のけ姫 函 を題 材 と して 、CBAと 潜 在 空 間 に関す る 質的研 究 を試 み た。 近 年、 「個 性 の尊 重」 が 叫

ば れ るが、 「個 」 を 「潜 在 空 間」 か ら切 り離 して体 現 す る こ とは、 「ひ きこ も り」 や 「個人(中 心)主 義」

に陥 る危 険性 を孕 ん でい る こ とを筆 者 は強調 した い。Winnlcottが 提 示 したCBA概 念 は、 その 逆説 性 ゆ えに

広が りが あ り、複 雑 なス ペ ク トル を もつ とい う仮 説 をた てた もの の、二 者 関係 を想 定 して造 られた概 念 で

あ るた め、 三者 関係確 立 以降 の高度 に洗練 された もの につ いて 検討 してい くと、同 じCapacitytoBeAlone

とい う言葉 で は表現 し尽 くせ な い と ころが あ る。筆 者 は、 個 性 に かか わる力 を 「個 にな る力」、 または 高

次CBAと 呼 んで きたが、 ここで"CapabilitytoBeIndividual"と い う語 を提 唱 したい 。

名 詞capacityとcapabilityの 違 い は、 『新 英 和大 辞典 』(1980)に よる と、前 者 は 「① 収容 能 力 ②a)容 量 、

容 積b)最 大限 の収 容力 ③a)包 容力 、度 量b)(学 問 な ど)学 び取 る力、学 問 的才 能、 知的 能力 、理解 力
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c)適 応力 、耐 久 力d)可 能性 ④ 能 力 、(… す る)力 」 な ど(以 下略)と な って お り～後 者 は 「① … す る

こ とので きる こ と[力]、 能 力 、才 能、 手腕 ② 性 能 、(利 用 の)可 能性[力]③ 未発 達 の 能力 、(今 後

伸 びる)素 質 、 将来 性 」 とな っ てお り、 後者 は、 既 存 の容 量 だ け で は な く未発 達 の 能 力 も含 んで い る 。

「個 に な る」 た め に は、必 然 的 に潜在 空 間 に対 面 す る 自我 が必 要 とな る と述 べ て きた が 、 こ う した力 は

potentiality(潜 在 能力)だ けで も、 元 々あ るcapadty(容 量)だ けで もな く、 両者 を包 含 し変化 してい く力

で あ るので 、capabilityとい う語が 適 当で は ないか と思 う。

Winnicottが 特 にindividua蓋とい う語 につ い て述 べ た もの は ないが 、発 展 したCBAが 「抑 うつ ポ ジ シ ョン

depressiveposition」(Klein,1935)と 関連す るこ とを示 唆 して い る(1958)。 抑 うつ ポ ジ シ ョンはWinnicott

に よる と 「思 い や りの段 階StageofConcem」(1950-55)、 「個 と して のパ ー ソナ リテ ィ ・パ ター ンが 確立 さ

れ る」時 期(1965)で あ る。相 手 を部分 対 象 では な く全 体対 象 と して見 る こ とが で きる ようにな る ゆえ に

生 じる罪 悪感 と ともに、 「生 きてい く上 で存 在す る全 ての 感情 と観念 に、責 任 を もてる」(Winnicott,1960)

よ うに な り、そ の 人 ら しさ(パ ー ソ ナ リテ ィ)を 作 って ゆ くとい うこ とで あ る。 よ り複雑 な組 織 を持 つ

「個 」 へ、 そ してin-dlvlde(こ れ以上 分 け られ ない)と い う意 味 で、 唯 一 の、 その 人個 人 にな る、 とい う

意味 を込 めて"CapabilitytoBel舞dividual"と した。

また、CBAが 複 雑 なス ペ ク トル を持 つ とい う観点 か ら、"CapabilitytoBePersonal"の 段 階が あ る こ とも

想 定 される 。一 人 で くつ ろ ぐとい う状 態 は、 私 的 な(personal)時 空 間 を もつ こ とで もあ り、個 入 的 に

(personal)な るこ とで もある。 そ してWinnicott(1962)はPersonalizationと い う言 葉 を 「その基 底 に イ ド衝

動 とイ ド満足 を含 めた 自我 と身体 の しっか りと した結 合 」 とい う意味 合い を含 ませ てい る。 「個」 をめ ぐ

る過程 は、原 初 的 な母 子一 体 の状 態か ら個 性 に かか わ る問題 まで 、非常 に複雑 だが、 一個 の 人格 と して、

心 と身体 が統 合 され る とい う側面 も見逃せ ない こ とで あ り、今 後の研 究 で考 察 して い きたい。

質 的研 究 に よ り、CapacitytoBeAloneか らCapabilitytoBeIndividualと い う概 念 を提 唱 す る まで 至 っ々が 、

今 後 の研 究 は、治 療論 に発 展 させ 、セ ラ ピス トとクラ イエ ン トの 「問」 の質(転 移 一逆 転移 関係)に つ い

て考 え てい きたい 。 ア シタ カ とサ ンの 関係性 と、 そ こで 生 じてい た 緊迫感 や現 実感 は、 心理 療 法 にお ける

転移 一逆 転移 関係 やそ の現象 に もあて は まる と筆 者 は考 えて いる。

<注>

1)potenIia置space:「 可肯旨性空間」 と訳 されることもある(狩 野訳,1996)

2)デ イダラボ ッチ:ダ イダラボ ッチ(大 太法師〉と も呼ばれる。東 日本 を中心 に伝 わる伝説の中で、山 などに現

れる巨人の妖怪 として畏敬 を持 って描かれている。

3)病 者:『 もののけ姫』で登場する病者のモデルはハ ンセ ン病患者 と言われている。

4)goodenoughmother:ほ どよい母親(必 ず しも幼児 の実母でな くて もよい)と は、「幼児の欲 求に能動的に適応

し、 さらに、母親の適応の不十分 なの を説明で きたり欲求不満 に耐 える ことが できる、幼児の能力が増大 して

い くの に応 じて、次 第にその能動 的な適応 を減 らしてい くような母 親であ る。(中 略)こ の能動的な適応 には

1人 の幼児 に気楽 に、根気 よく没頭する ことが必要なのである。実際、育児が成功す るか どうかは、母親が幼

児に どれだけ専念するか という事実 によって決 まるのであって、決 して母親 が利 口である とか知的 に高い とか

によって決 まるのではない」(Wi㎜icott,1971b)。

5>脱 錯覚disillusionment:幻 滅 とも訳 され る(橋 本,1979)が 、北山(2001)は 非外傷的 なものを 「脱錯覚」 と呼

んで区別 している。「ウィニ コッ トに よれ ば、母親が依存する乳児に適応 し、おおむね適切 な時 に適切な場 所

に良い対象 を差 し出 し続 ける場合、乳児 には、対象は乳児が創造 したとい う錯覚(illusion)が 生 まれ る」(北

山,2001)。 子 どもは、母親が(離 乳期頃 に)「 子の成長 に従 い自然 に育児に段 階的 に失敗す る」(Winnicott,

1968?)こ とによって、徐 々に錯覚か ら脱 してゆ く。

6)リ ンボ(limbo):[キ リス ト教(カ トリック)に おいて]古 聖所。地獄 と天 国との間にあ り、キ リス ト教 に接

する機会の なかった人や洗礼 を受 けない小児 ・異教徒 ・白痴な どの霊魂の住む所。
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AQuali頓 廿veStudyon

℃apacitytoBeAlondand。Poten廿alSやacd

withaspecialreferencetothefilm

"Th
ePrincessMO:NONOK:E"

NOMOTOMinako

ThispaperwasdevelopedffomthepreviousqualitativefesearchconductedbythepsychoanalystontheD.

w.Winnicotゼs(1958)concept,℃apacitytoBeAlone㌧Byusingthefilm"ThePrincessMONoNoKE"which

reflectsJapaneseculture,asanexample,thepaperattemptstoanalyzethethirdarea,'potentialspace'which

Winnicottstatedtoexistbetweenintemalandextemalworlds,whilelookingatthebasic℃apacitytoBeAlone'and

thehigMysophisticated℃apacitytoBeAlone'intwo-bodyandthree-bodyre且ationshipsrespectively.

"The飴rest「91nthe∬1mrepresenIs'potentialspace'
,⑳rittrans飴 ㎜slt'smeaningdependingonthea就itude

ofthesu切ect,anditinfluencestheprocessofbecoming'10ne(HITO良1)"inAsitakaandSanwhoaremain

charactersofthisfllm.Asltakamanaged重oovercomethepsychologicalcrisisnotwiththepartialego,butby

continuingtofacethepo㎏ntialspace董nsteadofyield㎞gtoone.And,Sancouldstarttointegratepersonalityandfind

thesenseof'potentialspace'fbrherself,becauseAsitaka,hersymbolicfather(thethildperson),appeared.Itis

discussedthatthesepr㏄essesbecomepossiblebecau$eitdeeplyinvolvestherea塵ityof'potentialspace'whichisthe

co爬ofcult町alexperience,andhypothesizedthaピCapacityεoBeAlone'hascomplicateddevelopmentalstages

whichis1童keaspectrum,
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